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令和４年度 学校経営方針 ※アンダーラインが大きな改善・追加点

１ 学校経営の基調

本校の教育は，日本国憲法・教育基本法・学校教育法等の関係法規に則り，本県・本地区・本市

の教育方針や重点施策に基づいて，本校の歴史と伝統及び生徒や地域の実態を踏まえ，生涯学習の

基礎を養い，社会の変化に柔軟に対応し，自ら未来を切り拓いていこうとする「生きる力」を身に

付けた，心身ともに健康で逞しい人間性豊かな生徒を育成する。

２ 学校経営の基本方針

（１） 教育に従事する教育者として，組織としての協力姿勢を基に，常に研修に励み，専門職とし

ての教養と識見を高め，活力ある西指宿中学校の創造に努める。

（２） 人間尊重の精神に徹し，自他の生命や人権を重んじる心，規範意識や正義感，粘り強さや自

主自立の心など，「生きる力」を育む教育を推進し，地域に根ざした特色ある学校づくりに努め

る。

（３） 家庭や地域,関係機関・団体との連携を深めながら，小中一貫教育を推進し，期待と信頼に

応える開かれた学校づくり,「西中はいい学校だな」（生徒・保護者・地域の方・職員全てが）

と思える学校づくりに努める。

３ 重点目標と具体策

(１) 学習指導の充実

市 授 業 ポ ① ＮＲＴ，鹿児島学習定着調査，全国学力・学習状況調査等の分

イント 1 0の 析・有効活用とともに，学力向上支援webシステムも積極的に活用

徹底 し，個に応じた指導の工夫を図りながら基礎的・基本的な知識及

び技能を 確実に習得させる。

② 主体的・対話的で深い学びの実現に向けた指導法の工夫・改善

に努める。（授業ポイント10の特に３・５・７・９の徹底）

家 庭 学 習 ① 家庭学習・読書の習慣化と内容の充実に向けた継続した指導と，

・読書習慣 見届けを通して，主体的に取り組む態度を身に付けさせる。（１日

の確立 90分以上の取組100％を目指す。）

② 家庭学習の手引きの活用。小学校と連携したノーメディアデー

の推進を図る。

③ 読書活動の推進と朝読書の更なる充実を図り，読解力を育成す

る。

ICT 機 器 ① 大型ＴＶ，個人端末等を有効活用する。（視覚・聴覚情報を生か

の 有 効 活 用 した授業設計）

：家庭でも ② GIGA スクール構想に基づいた ICT 機器の有効活用を行う。（生徒
個人端末・県システム等の有効活用：家庭での利用も含む）

(２)家庭・地域と連携した生徒指導の充実

積 極 的 生 ① 生徒理解を基本とし，生徒の人権を尊重するとともに，学級経

徒 指 導 ・ 教 営を充実させ，楽しく充実した所属感のある学級活動を促進する。

育 相 談 の 推 ② 生徒指導上の問題把握と分析を行い，全職員の共通理解のもと

進 に，共通実践し指導にあたる。事前指導に力を入れ問題行動の未

然防止に努める。

③ 全ての生徒が安心して学べるよりよい学校にしていくために生

徒会活動の活性化・教育相談の有効活用等を行い，努力して諸問

題を解決しようとする自主的，実践的な態度を育てる。
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家 庭 ・ 地 ① 学校便り，学級便り，保健便り，進路便りの発行や学校ブログ

域 ・ 関 係 機 等での情報発信を行いＰＴＡ・地域との連携に努める。

関との連携 ② 家庭訪問・電話連絡等保護者との連携に努め，基本的生活習慣

の確立を図るとともに，情報モラル教育の充実を図る。

③ ＳＣ・ＳＳＷ・市相談員等との連携に努めるとともに，学校応

援団等の活用推進を継続し（柔道指導・家庭科実習・環境整備等），

地域全体で子どもを見守り育てる活動の継続をする。

(３)心の教育の充実

道 徳 教 育 ① 実態把握をもとに，道徳教育の重点目標を明確にし，重点内容

の充実 項目を充実させ，教育活動全体を通した道徳教育の更なる充実を

図る。（新教科書への対応と研修）

② 特別の教科道徳における全職員による取り組みを深め，「考え，

議論する道徳」への授業改善を図る。

③ 評価について研修を深める。

人 権 教 育 ① 「西中ニコニコデー」（毎月25日の人権について考える日），「い

の充実 じめ問題を考える週間」，「人権週間」等の取組を充実させ，人権

教育の取組を組織的・継続的に推進し，人権についての理解を深

めるとともに，いじめの未然防止及び早期発見・早期解決を図る。

② 特別活動や各教科指導等を通して，コミュニケーション能力を

高めるとともに，他者を思いやる気持ちや自己肯定感の向上を図

る。

特 別 支 援 ① 校内委員会の充実，生徒の実態について情報交換を行うととも

教育の充実 に，個に応じた支援を行う。（支援計画，指導計画の作成，新入生

への対応と研修）

② 特別支援コーディネータを中心に教員の理解と認識を深め，外

部機関との連携を図る。

(４) キャリア教育の充実

進 路 学 習 ① 学級活動における進路学習を計画的，継続的に進める。

の 充 実 ： キ ② 職場体験学習，高校出前授業等キャリア教育の充実を図る。

ャ リ ア パ ス ③ 教育相談・三者相談・高校説明会等を充実させるとともに，進

ポ ー ト の 有 路便りの定期的な発行や進路コーナーの充実など，進路選択への

効活用 指導と援助を行う。

④ キャリアパスポートの系統的な有効活用を行う。

人 の 生 き ① 職業人，人生の先輩方の生き方や考えから，自己の生き方につ

方 か ら 学 ぶ いて見つめる活動を設定する。

教育の充実 ② 教師や地域人材による講話を充実させ，自己実現を図る生徒の

育成を目指す。

(５) 小中一貫教育の充実

合 同 研 修 ① 西指宿中学校区小中一貫教育グランドデザインに基づき，小中

会 の 充 実 と 一貫教育の充実を図る。

授 業 交 流 ・ ② 授業交流の推進を図る。

児 童 生 徒 交 ③ 児童生徒交流活動の推進を図る。（池田湖カヌー体験の改善を含

流の推進 む。）
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(６) ふるさと教育の推進と開かれた学校づくりの充実

「 い ぶ 好 ① 郷土に関する学習や活動を充実させ，ふるさとを知り，ふるさ

き 『 ふ る さ とに学び，ふるさとを愛する生徒の育成を目指す。（カヌー体験，

と 学 』」 の 高江山登山道整備等の継続）

推進 ② 達成感を高める学校行事の充実（体育大会・文化祭等）

開 か れ た ① 学校便りや諸通信・学校ブログ・ホームページ・新聞投稿等に

学 校 づ く り よる積極的な情報発信に努めるとともに，県民週間の取組を充実

の推進 させ，開かれた学校を目指す。

② 学校運営協議会，校区青少年育成会議等を通して，学校経営方

針や教育活動の報告と協力依頼に努め，地域と連携した協力体制

を構築する。

(７) 体力・保健安全教育の充実

体 力 向 上 ① 運動能力・体力調査の結果を分析し，改善策を講じるとともに，

と 食 育 ・ 健 適切な運動量を確保する。また，体育的行事を通して体力づくり

康 教 育 ・ 性 を実践する。

に 関 す る 指 ② むし歯・疾病等の早期治療などの保健指導を徹底し，保健安全，

導の推進（感 衛生の習慣を定着させる。

染 症 対 応 の ③ 給食指導を徹底するとともに，学校栄養教諭を積極的に活用し，

徹底） 「食」に関する指導を徹底する。

④ 性に関する実態把握とそれに基づいた指導を行う。

⑤ 国・県・市の対策に基づいた感染症対応の徹底と家庭への周知

を行う。（コロナ感染症対策の継続）

安 全 指 導 ① 施設設備の安全点検を実施し，防火防災，事故防止に努める。

と 事 故 防 止 ② タスキ着用，自転車点検を徹底し，登下校における事故防止に

の徹底 努める。

③ 避難訓練（地震・火災・不審者・引き渡し訓練等）を実施し，

職員の対応力と生徒の危機回避能力を高める。

(８) 教育環境の充実

校 内 環 境 ① 生徒会の取組を強化し，緑化活動を推進するとともに学習環境

整備 の整備に努める。

② ＰＴＡと連携した校内環境の整備に努める。

学 習 環 境 ① 学校全体の統一した設営掲示と共に学ぶ場としての教室設営を

整 備 と I C T 工夫する。（変化のある有効な設営掲示）

機器の活用 ② 大型TVや個人端末等，ＩＣＴ機器を活用し，教師の情報活用能

力を高める。（前頁（１）参照）

年 間 を 通 し ① 校内安全衛生委員会の実施とその有効活用を図る。（随時要望意

た 業 務 改 善 見の収集）

の推進 ② 学校１アクション：計画年休の取得推進を図る。個人１トライの

確実な設定と達成努力をする。

(９)職員研修の充実

校 内 研 修 ① 県総合教育センター講座，各研究大会に積極的に参加するとと

と 個 人 研 究 もに，研修会参加報告を通して研修の輪を広げる。

の充実 ② 研究授業・授業研究を通して授業力を高めるとともに，互いに

学びあう職員集団の醸成と自己の指導力向上に努める。

③ テーマを設けた個人研究も行い，研究論文等へも積極的に応募

し，自己の資質向上を図る。


